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研究成果の概要（和文）：人口の高齢化と長寿命化が進む中で、仕事や子育てが一段落してからの期間が延びて
おり、その間の健やかな暮らしの実現が重要課題になっている。中山間地域では、農作業を中心として生産活動
を通じた健康維持を行うプロダクティブ・エイジングの実践が可能なことから、本研究では農作業と健康状態と
の関連性を多角的に調査した。高知県土佐町在住の高齢者を対象としたアンケート、健康診断、現地調査による
と、農作業をしていない人に比べて、農作業をしていて作物のおすそ分けをしている人、農作業を楽しいと感じ
ている人、農作業を5年間継続した人は運動機能、日常生活動作、TMIG、QOLなどの中で複数の指標が有意に良好
であった。

研究成果の概要（英文）：As the population aging and life expectancies increase, the time spent away 
from work and child-rearing is getting longer, it is important to ensure that people live healthy 
lives during this period. In rural areas, it is possible to practice productive aging, which 
involves maintaining health through productive activities including farm works, so this study 
investigated the relationship between farm work and health from multiple angles. According to 
questionnaires, health checkups, and field surveys of elderly people living in Tosa Town, Kochi 
Prefecture, compared to people who do not conduct the farm work, people who do farm work and share 
their products with others, people who find farm works enjoyable, and people who have continued farm
 works for five years had significantly better multiple indicators in physical function, activities 
of daily living, TMIG(Tokyo Metropolitan Institute of Gerontology), and QOL(Quality of Life).

研究分野：農林健康学

キーワード： 高齢者　農作業　健康診断　総合機能評価　作物のおすわ分け　農福連携　生活満足度　充実感

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者の健康に関する先行研究では、疾患や機能障害に着目し、その予防や治療に重点が置かれてきた。本研究
では、高齢者の多様性に配慮し、健康状態を良好に保つアイテムとして農村地域で一般的に行われている農作業
に焦点を当てた。これまでも健康状態との関連性は示されてきたが、作物のおすそ分け、農作業の楽しさ、農作
業の継続といった側面は分析されておらず、成果は新たな知見となった。まだ有機的に結びついていないが、農
福連携に高齢者を含める動きが出てきており、厚生労働省と農林水産省がサポートする施策を提示している。そ
の実践にあたって、本研究で明らかにした農作業と健康との関連性はエビデンスとして有益な情報になる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 わが国では 1960 年に 5.7％に過ぎなかった 65 歳以上の高齢者の比率が 2015 年には 26.3％
にまで増大し、世界に類例をみない人口の高齢化が急速に進んでいる。中でも、中山間地域では
高齢化が著しく、2015年には高齢化率が 34.4%にのぼり、50％を超える町村が 20もあるなど、
日本社会が抱える大きな課題のひとつといえる。一方、農業従事者には定年がなく、「働けるう
ちはいつまでも」という回答が他の就業形態よりも圧倒的に多く、約 72％を占めている(内閣府. 
2008)。また、農業従事者の平均年齢は約 67 歳のため、高齢者の健康を考えるうえで農業は欠
かせない要素である。農村地域に暮らす高齢者は、都市部に比べて健康的であると指摘されてい
る(Verheij R A. 1996)。また、農業を行っている人は農作業をまったくしない人に比べて、糖尿
病や高脂血症などの生活習慣病の危険因子の保存率で低い傾向があることがすでに報告されて
いるが(松森ほか. 2009)、農作業にまつわる要素の何が関与しているかについての知見はほとん
どない。実際に農業との関連では「元気な高齢者による農のある暮らし」が推奨され(都市農地
活用支援センター. 2011)、農業生産法人の取り組みなどが報告されている(農林水産省. 2012)。
先行研究の大半は、農作業の有無自体に着目しているが、農業生産にまつわる要素は複数あり、
周囲の環境など様々な因子が含まれる。高齢者の心身状況は多様であり、生活習慣病などの「弱
み」だけではなく、仕事や趣味などで構成される「強み」についても同じくらい重きを置き、当
人にとって望ましい生きがいのあり方を模索することが重要となる。以上の研究背景をもとに、
高齢者の良好な健康状態の維持につながるポテンシャルのある農作業に着目し、両者の関連性
を解明しようという着想に至った。 
 
２．研究の目的 
 高齢者の多様性に配慮し、充実感を持って
日々健やかに過ごすための必要条件を探るに
は、生きがいをめぐる状況と心身の健康状態と
の関連性把握が求められる。本研究は図 1 に示
したイメージを想定し、高齢者対象の健康診断
を 2004 年から行ってきた高知県土佐町を対象
に次の 3点を目的に設定する。 
①高齢者を対象とした健康診断の問診で生きが
いとしての農業の位置づけや農作物の取り扱い
などを定量的に把握する。 
②健康診断に来訪した住民による農作業と農村
での生活を取り巻く社会環境との関わりを質的
に把握する。 
③高齢住民の心身の健康と農村の環境にまつわ
る要素との結びつきを包括的に探求する。 
 
３．研究の方法 
 本研究の対象者は、農作業に関するアンケート項目を設定した 2016 年 8 月と 2017 年 8 月に
開かれた健診の参加者それぞれ 267 人（男性 98 人、女性 169 人）、261 人（男性 96 人、女性 165
人）とした。この中で、情報提供と活用の同意が得られなかった人を除いたそれぞれ 260 人、256
人の分析を行った。同年同月時点での75歳以上の住民に占める比率は23.1％、22.2％であった。
身体機能の検査は、起点の椅子から立ち上がって 3m 先の目標地点まで歩き戻ってきて座るまで
の時間を計測する Timed Up and Go test（以下 TUG）、4m 歩行速度、ボタンテスト、認知症のス
クリーニング検査である Mini Mental State Examination（以下 MMSE）などを行った。身体的な
健康度を測る指標は、日常的な身体機能の自立度として Basic Activities of Daily Living（以
下基本的 ADL）、東京老研式活動能力指標 Tokyo Metropolitan Institute of Gerontology Index 
of Competence（手段的自立、知的能動性、社会的役割で構成、以下 TMIG-IC）、精神心理的健康
は、うつ傾向の Geriatric Depression Scale 5（以下 GDS-5）、生活の質（Quality Of Life、主
観的健康度、主観的経済満足度、主観的幸福感、以下 QOL）として VAS（Visual Analogue Scale）
を用いて評価した。また、コロナ禍が明けた 2023 年 11 月と 12 月に実施した現地調査では、年
齢、健診への参加の有無、世帯の構成、農作業を開始した時期、田畑の面積、獣害対策、作付け
作物の内訳、おすそ分けと自家用野菜の比率などを聞き取った。対象者は主に土佐町西部在住す
る 15 人（夫婦 2人 1組を含む。男性 5人、女性 10 人）・14 世帯で、家庭菜園を持っていない 1
人を除く 13 世帯から農作業について聞くことができた。合わせて、土佐町在住の 75 歳以上の高
齢住民に 2019 年と 2024 年に配布、回答を受けた「土佐町健康長寿の問診票」において、基本的
ADL、TMIG-IC、GDS-5、転倒スコア、フレイル指数、QOL の各項目といった健康指標、農作業の有
無を把握した。農作業について回答のなかった人を除いた 197 人（男性 81 人、女性 116 人）に
ついて、両年とも農作業をした人（農作業 5年継続群）としなかった人（非継続群）で差異を調
べた。 

図 1 農村の環境にまつわる様々な要素の連関 



４．研究成果 
4-1 農作業と作物のおすそ分けの有無と健康状態との関連性 
 調査対象の 260 人を男女別に分けて、t検定で各項目の平均値の差を確認したところ、ボタン
テストと FDSK-11 で有意差がみられた（野瀬ほか. 2002a）。同様に農作業の有無で調べたとこ
ろ、男性では 4m 歩行、TUG、GDS-5 など 7項目で有意差があったのに対して、女性では有意差の
ある項目はまったくなく、対照的であった。また、農作業をしていない人、作物をおすそ分けし
ていない人（自家消費・園芸・販売のみ）、譲渡している人の三群で比較すると、男性において、
一元配置分散分析では 4m 歩行、TUG、GDS-5、TMIG-IC の社会的役割、QOL の幸福度の 5項目でグ
ループ間に有意差があった。多重比較では、農作業をしていない人とおすそ分けしている人で上
記の 5 項目、4m 歩行は作物を譲渡していない人とも幸福度はおすそ分けしている人を軸として
他の 2項目に有意差があった（表 1）。女性では、一元配置分散分析で TMIG-IC、手段的自立、社
会的役割の 3項目でグループ間に有意差があった（表 2）。 
 表 1 高齢者の農作業とおすそ分けの有無による 3区分の比較（男性） 
 農作業していない 農作業をしている 有 意 確 率

（p） 
  おすそ分けなし おすそ分けあり  
 n=25 n=15 n=56  
区分 Mean ± SD Mean ± SD Mean ± SD  
年齢 81.0 ± 3.9 80.8 ± 4.7 81.8 ± 4.8 0.643 
4m 歩行 (Sec) 5.2 ± 1.9†§ 4.0 ± 1.4§ 3.8 ± 1.1† 0.001 
TUG (Sec)* 13.3 ± 5.4† 10.8 ± 3.6 9.8 ± 2.9† 0.005* 
ボタンテスト 17.5 ± 5.4 18.6 ± 4.5 17.3 ± 8.8 0.832* 
基本的 ADL 20.0 ± 2.2 20.4 ± 1.2 20.5 ± 1.4 0.384 
GDS-5 1.5 ± 1.6† 1.3 ± 1.7 0.5 ± 0.9† 0.003 
TMIG 10.3 ± 3.3 10.7 ± 2.8 11.3 ± 2.3 0.259 
 手段的自立 4.6 ± 0.8 4.6 ± 0.6 4.6 ± 1.0 0.988 
 知的能動性 3.0 ± 1.2 3.1 ± 1.4 3.3 ± 1.0 0.516 
 社会的役割 2.7 ± 1.6† 2.9 ± 1.3 3.4 ± 1.0† 0.037 
主観的健康度 52.5 ± 23.3 56.2 ± 22.3 63.8 ± 20.9 0.087 
主観的経済満足度 51.7 ± 21.8 50.7 ± 11.7 58.1 ± 21.9 0.290 
主観的幸福度 57.7 ± 22.0† 55.8 ± 18.4‡ 70.6 ± 18.2‡† 0.004 
 表 2 高齢者の農作業とおすそ分けの有無による 3区分の違い（女性） 
 農作業していない 農作業をしている 有意確率 

（p） 
  おすそ分けなし おすそ分けあり  
 n=40 n=21 n=103  
区分 Mean ± SD Mean ± SD Mean ± SD  
年齢 81.6 ± 5.1 82.8 ± 5.0 81.6 ± 4.7 0.632 
4m 歩行 (Sec) 4.7 ± 2.2 4.3 ± 1.8 4.6 ± 3.4 0.953 
TUG (Sec) 11.6 ± 5.4 12.6 ± 5.1 10.3 ± 3.8 0.173* 
ボタンテスト 14.0 ± 8.5 14.1 ± 4.8 13.8 ± 5.5 0.937* 
基本的 ADL 19.7 ± 2.0 20.5 ± 1.1 19.7 ± 3.6 0.523 
GDS-5 1.3 ± 1.5 1.3 ± 1.2 1.0 ± 1.2 0.321 
TMIG 10.5 ± 2.6 9.4 ± 3.7‡ 11.4 ± 2.2‡ 0.002 
 手段的自立 4.5 ± 1.1 4.1 ± 1.6‡ 4.7 ± 0.8‡ 0.042 
 知的能動性 3.0 ± 1.1 2.7 ± 1.3 3.2 ± 0.9 0.114 
 社会的役割 3.0 ± 1.1 2.5 ± 1.4‡ 3.5 ± 0.9‡ ＜0.001 
主観的健康度 55.0 ± 22.3 54.3 ± 23.0 56.0 ± 18.8 0.928 
主観的経済満足度 58.3 ± 22.3 54.3 ± 20.6 56.0 ± 18.6 0.440 
主観的幸福度 65.7 ± 25.9 60.7 ± 21.4 65.9 ± 21.1 0.620 
注：*年齢調整済み，†農作業していないとおすそ分けあり，‡おすそ分けありとなし，§農作
業していないとおすそ分けなし 
 
4-2 高齢者の農作業への姿勢と精神的健康との関連性 
 農作業をしていない人、農作業をしていて楽しくない人、楽しい人の三群で比較すると、男性
において、一元配置分散分析では TUG、基本的 ADL、TMIG-IC、手段的自立、社会的役割、主観的
健康度、幸福度の 7項目でグループ間に有意差があった（表 3）（野瀬ほか. 2022b）。多重比較
では、TUG は農作業していない人に比べて農作業が楽しくない人は秒数が少なく、また、社会的
役割と主観的健康度は農作業していない人より農作業が楽しい人、幸福度は農作業が楽しくな
い人より楽しい人のほうがそれぞれ有意にスコアが上回っていた。女性においては、一元配置分
散分析では基本的 ADL、GDS-5、TMIG-IC、手段的自立、社会的役割、3つの QOL の 8 項目でグル
ープ間に有意差があった（表 4）。多重比較では、基本的 ADL、手段的自立、社会的役割は農作業



していない人と農作業が楽しい人、社会的役割と 3 つの QOL は農作業が楽しい人と楽しくない
人、主観的健康度と主観的幸福度は農作業をしていない人と農作業が楽しくない人で、どれも前
者のほうが後者よりも有意にスコアが高かった。 
 表 3 農作業の有無と姿勢による 3区分の比較（男性） 
 農作業していない 農作業をしている 有 意 確 率

（p） 
  楽しくない 楽しい  
 n=19 n=23 n=52  
区分 Mean ± SD Mean ± SD Mean ± SD  
年齢 83.0 ± 6.7 80.4 ± 4.3 82.3 ± 4.6 0.203 
4m 歩行 (Sec) 4.6 ± 1.4 4.2 ± 2.1 4.0 ± 1.6 0.426 
TUG (Sec) 13.3 ± 5.3† 9.9 ± 2.8† 10.6 ± 4.5 0.026 
ボタンテスト 23.5 ± 14.9 19.2 ± 5.6 18.4 ± 6.7 0.104 
基本的 ADL 19.6 ± 1.9 20.6 ± 0.8 20.5 ± 1.4 0.059 
GDS-5 1.2 ± 1.2 0.8 ± 1.0 0.9 ± 1.3 0.483 
TMIG 9.3 ± 4.3 11.1 ± 1.9 11.3 ± 2.3 0.023 
 手段的自立 3.9 ± 1.8 4.8 ± 0.5 4.5 ± 1.0 0.028 
 知的能動性 2.8 ± 1.4 3.1 ± 1.1 3.3 ± 1.0 0.251 
 社会的役割 2.5 ± 1.6§ 3.1 ± 0.9 3.4 ± 0.9§ 0.023 
主観的健康度 49.4 ± 24.4§ 56.4 ± 24.4 65.1 ± 16.2§ 0.004 
主観的経済満足度 53.0 ± 19.2 51.2 ± 14.0 57.6 ± 16.5 0.255 
主観的幸福度 61.6 ± 19.8 53.2 ± 18.3‡ 68.8 ± 17.7‡ 0.004 
 表 4 農作業の有無と姿勢による 3区分の違い（女性） 
 農作業していない 農作業をしている 有 意 確 率

（p） 
  楽しくない 楽しい  
 n=31 n=30 n=101  
区分 Mean ± SD Mean ± SD Mean ± SD  
年齢 82.3 ± 5.7 81.8 ± 3.8 82.2 ± 4.9 0.907 
4m 歩行 (Sec) 4.0 ± 1.3 4.0± 1.7 4.0 ± 1.3 0.980 
TUG (Sec) 10.2 ± 3.2 10.1 ± 3.6 10.0 ± 3.4 0.972 
ボタンテスト 15.7 ± 9.6 16.3 ± 3.9 15.9 ± 6.6 0.952 
基本的 ADL 19.5 ± 3.5† 20.3 ± 1.0 20.4 ± 1.0† 0.034 
GDS-5 0.9 ± 1.0 1.6 ± 1.3‡ 0.8 ± 1.0‡ 0.003 
TMIG 10.4 ± 3.3 10.6 ± 2.3 11.7 ± 1.9 0.008 
 手段的自立 4.2 ± 1.7† 4.7 ± 0.8 4.8 ± 0.8† 0.025 
 知的能動性 3.2 ± 1.0 3.1 ± 0.9 3.4 ± 0.9 0.425 
 社会的役割 3.0 ± 1.4† 2.7 ± 1.3‡ 3.6 ± 0.9†‡ ＜0.001 
主観的健康度 57.5 ± 22.7§ 44.5 ± 17.2‡§ 60.2 ± 18.3‡ 0.001 
主観的経済満足度 57.6 ± 24.9 47.1 ± 24.9‡ 59.1 ± 19.0‡ 0.024 
主観的幸福度 66.3 ± 24.3§ 53.1 ± 24.6‡§ 67.6 ± 18.3‡ 0.004 
注：†農作業していないと農作業が楽しくない，‡農作業が楽しくないと楽しい，§農作業して
いないと農作業が楽しい 
 
4-3 高齢者による農作業と作物の取り扱いの実態 
 現地調査によると、対象者の年齢は 75 歳から 89 歳で、独居は 3人（男性 1人、女性 2人）、
残りは配偶者あるいは子どもなどと同居していた。生活に支障があるほど足腰の状態の悪い人
は家庭菜園を持っていない女性 1 人のみで、他の人は痛みなどがあっても生活上の支障がある
ほどではなかった。農作業を始めた時期は 3人が定年退職あるいは Uターン後だったが、残りは
すべて子どもの頃からで、間断的に続けてきた人が大半を占めていた。農地面積は最も多い人が
水田 90 アール、畑 10 アールだったが、その他は 50 アール未満でコメを 2世帯が販売している
以外はすべて収穫した農作物は自給用だった。作付け作物は、コメ 2軒を除くと夏野菜、秋野菜
の 2毛作というところが多く、中には梅、タケノコ、山菜、こんにゃくを栽培、加工している世
帯もあった。コメは農業機械の操作が不可欠なため、女性だけの単独世帯では作付けしていなか
った。親族や近所の人への農作物のおすそ分けは、8 割という世帯を除くとおおむね 1～2 割に
とどまっていた。摂取している野菜に占める自家用の比率は、8 割以上という高い世帯と 1～2
割未満の低い世帯に分かれていた。 
 表 5 高齢者による農作業の実態 
区分 年齢 性別 作業開始時

期 
作付作物 おすそ分けの

比率 
自 家 用 作
物の比率 

A 79 男 退職後 トマト、ひょうたん してない ごく少量 
B 75 女 子ども 夏野菜、秋野菜、タケノ － － 



コ、山菜 
C 79 女 子ども 夏野菜、秋野菜、梅、タ

ケノコ 
5％ 夏は 2～3

割、冬は 8
割 

D 75 女 U ターン後 キュウリ、カボチャな
ど野菜、梅 

畑のうち 4～5
アールは自家
用で残りはお
すそ分け用 

2 割 

E 88 女 子ども 夏野菜、秋野菜 － － 
F 89 女 子ども 夏野菜、秋野菜 2 割 8 割 
G 84･81 男女 退職後 夏野菜、秋野菜 2 割 8 割以上 
H 75 女 子ども 夏野菜、秋野菜、こん

にゃくいも、タケノコ 
1～2 割 － 

I 83 男 子ども コメ、夏野菜、秋野菜 ほぼゼロ 
（ハチミツ） 

約 5割 

J 88 女 子ども 夏野菜、秋野菜 1 割 9 割以上 
K 88 男 子ども 夏野菜、秋野菜 ごくわずか 約 1割 
L 87 女 子ども 夏野菜、秋野菜 8 割 2 割 
M 84 男 子ども 夏野菜 15％ 5％未満 
注：－は聞き取りできなかった項目。 
 
4-4 高齢者による農作業の有無と健康指標の 5年の経年変化 
 農作業 5年継続群 132 人と非継続群 65 人を比べると、TMIG-IC の各項目、転倒スコア、QOL の
各項目でスコアは両群とも有意に数値が悪化していた（表 6）。一方、農作業 5 年継続群では、
基本的 ADL は 20.5±2.1 から 20.0±2.7（p=0.125）、フレイル指数は 2.3±0.9 から 2.4±0.9
（p=0.331）となって、有意にスコアは下がっていなかった。また、スコアが有意に悪化した ADL
や QOL の各項目をみると農作業 5年継続群のほうが非継続群より低下幅は小さかった。 
 表 6 農作業 5年継続の有無による健康指標の違い 
区分 農作業 5年継続 農作業 5年継続なし 
 2019 年 2024 年 有意確率

（p） 
2019 年 2024 年 有意確率

（p） 
 Mean±SD Mean±SD Mean±SD Mean±SD Mean±SD Mean±SD 
基本的 ADL 20.5±2.1 20.0±2.7 0.125 20.3±2.0 18.6±4.2 <0.001 
TMIG 12.2±1.4 10.7±2.6 <0.001 11.6±2.2 8.9±4.2 <0.001 
 手段的自立 4.8±0.6 4.3±1.3 <0.001 4.5±1.1 3.5±2.0 <0.001 
 知的能動性 3.6±0.8 3.1±1.0 <0.001 3.6±0.7 2.9±1.2 <0.001 
 社会的役割 3.7±0.7 3.3±1.1 <0.001 3.5±1.0 2.5±1.4 <0.001 
転倒スコア 4.0±3.6 5.1±3.8 <0.001 4.9±4.1 6.6±3.8 <0.001 
フレイル指数 2.3±0.9 2.4±0.9 0.331 2.5±0.9 2.8±1.0 0.049 
GDS-5 0.6±0.9 0.6±0.9 0.637 1.1±1.2 1.1±1.1 1.000 
主観的健康度 65.3±19.1 59.2±20.0 <0.001 58.6±21.3 49.6±19.8 0.006 
家族関係 84.2±16.0 79.7±23.0 0.013 82.2±14.0 79.4±18.3 0.248 
友人知人関係 82.9±14.5 79.3±19.0 0.028 79.6±17.9 70.1±22.8 0.002 
主観的経済満
足度 

67.0±21.1 63.9±21.8 0.115 60.4±24.6 54.0±24.6 0.055 

主観的幸福度 72.4±17.1 68.6±19.5 0.02 72.1±17.1 65.1±21.3 0.017 
 
＜出典＞ 
内閣府. 平成 19 年度 高齢者の健康に関する意識調査結果（全体版）. 2008; 74-77. 
Verheij R A, Explaining urban-rural variations in health: a review of interactions 
between individual and environment. Social Science and Medicine 1996; 42: 923-935. 
松森堅治・西垣良夫ほか. 農作業が有する高齢者の疾病予防に関する検討. 農村工学研究所技
報 2009; 209: 105-115. 
都市農地活用支援センター編. 超高齢社会と農ある暮らし.都市農地活用支援センター. 2011; 
79pp. 
農林水産省. 高齢化社会等に対応した新たな農業・農村モデル調査事業報告書. 2012; 23pp. 
野瀬光弘・木村友美・坂本龍太. 地域在住高齢者における農作物の取り扱いと健康度との関連性
－高知県土佐町のご長寿健診から－. 農村医学会誌 2022a; 71(1): 31-40. 
野瀬光弘・石本恭子・奥宮清人・加藤恵美子・木村友美・竜野真維・藤澤道子・松林公蔵・和田
泰三・坂本龍太. 高齢者の農作業への態度と精神的健康との関連性－高知県土佐町のご長寿健
診より－. 日本老年医学会雑誌 59 臨時増刊号 2022b; 110. 
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